
第40回  記者懇談会実施概要 

 

１  日  時    平成１９年１月２９日（月） １５時～ 

 

２  場  所    １００周年記念会館  第２会議室 

 

３  内  容 

(１)  研究発表（15:00～15:40） 

・大倉雄次郎商学部教授 

発表テーマ「企業価値とＣＳＲ」資料１ 

・倉田純一工学部助教授  

発表テーマ「『生きる』ことを支援する生活支援工学の構築へ向けて」資料２ 

(２)  質疑応答（15:40～16:00） 

(３)  学内状況説明・情報交換（16:00～16:30） 

① ２００７年度入学試験志願者状況について 資料３ 

② 田尻悟郎氏の外国語教育研究機構教授就任について資料４ 

③ ２００７年度客員教授について 資料５ 

④ 「カレッジリンク型シニア住宅」プレコースの開設について資料６ 

⑤ その他 

 

４  大学側出席者 

河田悌一学長、芝井敬司副学長、大津留智恵子学長補佐 

大倉雄次郎商学部教授、倉田純一工学部助教授 

山本秀樹入試センター副所長 

齋藤栄二外国語教育研究機構教授（英語教育連環センター長） 

田尻悟郎東出雲中学校教諭 他 

 

５  参考資料 

(１) 英語教育連環センター国際シンポジウム案内チラシ 

(２) 商学部主催ビジネスプランコンペティションＫＵＢＩＣ案内チラシ 

(３) 関西大学通信第341号 

以  上 



企業価値とＣＳＲ 

 

商学部教授 大倉雄次郎 

【概 要】 

１．粉飾事件の背景 

カネボウ粉飾事件、ライブドア事件、村上ファンドのインサイダー疑

惑、日興コーディアル証券事件、中央青山監査法人処分等の資本市場を

巡る不祥事が相次いでいる。機関投資家・年金資産運用会社・外国人投

資家の持株比率の増大により、株価上昇が期待され、株価の時価総額か

らみる企業価値が喧伝されている。その不祥事の背景と対策を検討する。 

①商法・会社法の変化と経営者側からみた悪用 

②サーベンス・オクスレイ法（ＳＯ法)のビジネスへの影響 

２．ＣＳＲアンケート調査の結果 

有価証券の虚偽記載、自動車のリコール隠し、従業員の不正経理問題、

製品の虚偽表示問題、粉飾決算、ＢＳＥ補助金不正受け取り、等の続出

により、企業の社会的責任(Corporate Social Responsibility)が今日ほ

ど問われている時はない。そこで、この企業の社会的責任を果たすため

にいかに在るべきかについてという視点から、また企業はどう対応して

いるかについて知るために、企業、社会人、学生へのアンケート調査の

結果を紹介し、企業のあるべき姿を論じる。 

 

【プロフィール】 

商学博士。公認会計士。東証一部上場会社（製薬会社）財務経理副統括部長、

大会社（商法特例法による）社外監査役を経て、1996 年 4 月大分大学教授に

転身し、2001 年４月本学商学部に移り現職。 

（著書） 

『戦略会計論』（税務経理協会）、『企業価値会計論』（中央経済社）、『連結納

税会計論』（関西大学出版部）、『税務会計論』（森山書店）」等多数。『税経通信』

『会計』『企業会計』『経営財務』に論文多数発表、ＮＨＫテレビ『視点論点』

「粉飾決算は何故起きる」「ライブドア事件を検証する」に出演。 



『生きる』ことを支援する生活支援工学の構築へ向けて 

 

工学部助教授 倉田純一 

 

【概 要】 

文部科学省の大型プロジェクト「学術フロンティア推進事業」として、「高度

福祉社会のＱＯＬ改善に寄与する生活支援工学構築のための実践的研究」プロ

ジェクトが選定された。建築学・材料工学・機械工学（計測・制御・ロボット・

メカトロニクス・人間工学）の各分野が集結した生活支援工学研究ユニット（研

究代表者：工学部内山寛信教授）を研究組織とし、医工連携や産学官連携はも

とより障害者・高齢者などとの実践的な連携によって、「生活支援工学」という

新しい研究領域を開拓する。 

この研究の目的は、①ＱＯＬ改善を効果的に行なう工学的な解決策を確立する

こと、②体験実験やシミュレーション実験などを行なう施設を大学・地域・産

業・他研究機関との連携拠点として機能させ、生活支援のための実践的・実質

的な研究拠点モデルを構築すること、③被験者から得られた「実感」と「実体

験」に基づく多様な「活きたデータ」を集積・分析し、「地域・医療・福祉・工

学」が連携した福祉社会支援拠点モデルを提案することである。 

 

【プロフィール】 

1983 年 10 月本学工学研究科博士課程後期課程を中退。制御工学研究室助

手。光学式変位・速度計測センサの高機能化に関する研究を行い、工学博士

の学位を取得。93 年 4 月に専任講師、99 年 4 月に助教授。現在は移動ロボッ

ト系の視覚情報処理と走行制御について研究中である。また、産学連携事業

や高大連携事業などにも積極的に参加し、学内外の学生コンペなどへの参加

奨励やサポートなど、各方面で活動している。小学校・中学校、自治体など

のイベントにおいて、ロボットを使った理科啓発活動をも行なっている。 


